
 ⋇⋈ൔ多摩町の森林　⋉御蔵島村の森林　⋊八௝子市の森林

 出๕؟令和２年ග 東京の森林・林業（東京都）
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⺸　東京の஌௔のਃચध௔঵の૽સ
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��� 東 京 の ஌ ௔
  東京は、৺ 1,�00 ਐもの人ઠを有する世ੀ有数の大都市でありながら、੕એ஋の৺ � 割を森林
が占めており、जのએ஋は৺ 79,000ha に及लます。जのうち、多摩地域には৺ 53,000ha の森
林があり、スギやヒノキ等から成る人工林のほか、多様な樹ரでଡ成されるଠே林が広がってい
ます。また、島しょ地域にはଠே林を主とした৺ 26,000ha の森林があり、島ごとに特徴ある景
観を஄成し、豊かな生ଙ௺を育॒でいます。

਀ ���　東京の஌௔એ஋の৔๨

⋈⋇

東京の஌௔؞௔঵のਜ਼઼હऐ
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஌ ௔ の 多 એ ৓ ਃ ચ

஌ ௔ の ਁ இ ৓ ਃ ચ

 出๕؟「地球環境・人間生活に関わる農業及ल森林の多એ的な機能の評価について」（঩本学術会৮）

ْધ৲ٓ
景観・௯ಱ、学習・ઇ育、芸術、෕ઇ・ມ຀、伝ଁધ化、地域ਙ೐持

ْ੟ସে産ٓ
木材、୫料（きのこ等）、
工業原料、工芸材料

ْে੟多஘ਙ৳৸ٓ
఩伝子保全、生物ர保全、
生ଙ௺保全

ْ৉ૉ୭୆৳৸ٓ
地球温暖化の೹和、
地球のਞ౜の安定

ْ৳௏؞ঞॡজग़ش३ঙথٓ
療ു、保ു、行楽、スポーツ

ْ਷౺᩿ുٓ
ဏ水೹和、水資源ฅ留、
水量৹ත、水ସཱི化

ْଅෛ಼૩ଆૃطଅယ৳৸ٓ
਀એ෶୫防止、਀層ടശ防止、
जの他ଅෛ಼૩防止、඗૩防止、
防௯、防඗

ْ඿ి୭୆஄ਛٓ
ਞ౜೹和、大ਞཱི化、快適生活
環境஄成（๱ఠ防止）

��� ஌௔の多એ৓ਃચ
  東京の森林は、木材を供ஔするほか、豊かな水源を育み、ଅෛの૴出を೪えて都民を಼૩からஹ
る重要な૽割を果たしています。さらに、都市部に੺い森林として、ౝ末には多くの人々が自ே
のႩしを求めて訪れるほか、子どもたちの環境ઇ育の場や、企業等の社会貢献活動の場としても
利用されており、様々な஄で都民の生活に貢献しています。

㌣ ৱમ ���  ஌௔の多એ৓ਃચ
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下層植生が豊かな
スギ・ヒノキ林

下層植生がဃ୐した
スギ・ヒノキ林

਀ଅの૴出量が多い
╒ଅෛ಼૩防止機能の଩下

ଅယに࿠්する水の量が少ない
╒水源᩿ു機能の଩下

林内がพい

下草などが࿅しい

য়木のୌが細長い

林内が明るい

下草などが෬ൄ

য়木の生育がଐい

森林の多એ的機能を高度に発ม

�3� ৉ୠஷ௪प๾൴ख௏৸ऩ஌௔॑୘ਛघॊ௔঵
　多摩地域の山間部や島しょ地域では、産業のဃ୐・空ྍ化がೃ୛されており、౻用機会の൉出
がୖ題となっています。このような地域に豊富にோ૔する森林を活用する林業は、持続的に౻用
を生み出し、地域振興に貢献しています。
　また、スギやヒノキの人工林は、間伐などの適切なু入れを加えることで、য়木の生育がଐく
なり、木材としてのସが向上するだけでなく、௯඗૩にਘい森林となります。加えて、林内に適
度な光が入ることで下草などが෬ൄし、水源᩿ു機能などの公இ的機能が向上します【資料 1-2】

【資料 1-3】。
　このように林業は、౻用を൉出することで地域の活力を೐持するとともに、公இ的機能の高い
森林を育成することにおいて、ாめて重要な૽割を担っています。

㌣ ৱમ ���  ৑ᅇの஍ટ

৑ᅇऋ೚ोथःॊ५ॠ؞঄ঀय़௔のॖওش४

ిજप৑ᅇऔोञ५ॠ؞঄ঀय़௔のॖওش४
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　スギやヒノキの人工林は、ଐସな木材生産に加え、水源᩿ു機能やଅෛ಼૩防止機
能を高めるため、適切な時期にু入れを施す必要があります。

㌣ ৱમ ��3  যੵ௔の୘थ্

ୗ௔ق೘ᄎك
通ଞは၈木を 1ha 当たり৺ 2,000 ع �,000
本植え付けます。

ৣ࿘
植栽後のڳعڱ年間、植栽木の生長を࿉げる
හ草木を刈り௸います。

ॶঝજॉ؞௾ᅇ
য়木の生長を࿉げるツルやහ木を取り除きま
す。

๵ઊठ
生育にਂ要な๵を切り૳とします。
තが少なく、ୌの太さが಑一なয়木に生長します。

৑ᅇ
য়木の೴み఻়に応じて、伐採 � 間引き �
することで、ଋしたয়木の生長を促します。
利用可能な間伐材はဦ出して有効利用します。

਌ᅇ
収ᄥの時期に達したয়木を伐採します。
収ᄥする林ೡは樹ரや用ಥによって異なります。
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��� 木材॑利用घॊਔଝृ஍ટ
　木材を利用することで、जの収இが木材生産活動に൬元され、人工林を伐

㔌

って利用し、植え替え、
育てていく࿯環（以下「森林࿯環」という。）が促されます。森林࿯環は、଄い人工林が生長する
ૌஙで、温஼効果ガスである二酸化炭素を多く吸収し、炭素としてฅ蔵するため、地球温暖化対
策につながります【資料 1-�】。さらに、樹木は木材として利用されている間、ฅ蔵した炭素を二
酸化炭素として大ਞ中にଣ出することはありまच॒。よって、ક宅や家఻などとして木材が利用
されている分だけ、大ਞ中の二酸化炭素量は੖ることになります【資料 1-5】。また、これらを೤
やしたときには二酸化炭素が発生しますが、もともと大ਞ中にோ૔していたものなので、長期的
に見れば大ਞ中の二酸化炭素量のੜ੖はありまच॒。この考え方は「カーボンॽগートラル」と
੉われています。また、೤料として活用すれば、जの分だけ化લ೤料の使用を੖らすことができ
ます。このように、木材を利用することは、林業の振興はもとより、地球温暖化の೹和に大きく
貢献することになります。
　また、木材を内ಎに利用することでজラॵクス効果が高まるなど、木材や木ସ空間がもたらす
様々な効果・効能が、ఐ学的に明らかになっています【資料 1-6】。

㌣ ৱમ ���  ஌௔࿯୭धढ़ش঎থॽগشॺছঝ

森林は、଄くて生長がా॒な時期
に、二酸化炭素を多く吸収します。

ဦ出可能な間伐
材は有効利用し
ます。

木材の೤൏時にଣ出さ
れる二酸化炭素は、森林
が生長するૌஙで大ਞ中
から吸収したものです。
よって、長期的に見れば、
大ਞ中の二酸化炭素量の
ੜ੖はありまच॒。

利用の時期をಶえた森
林を計画的に伐採・ဦ
出することで、木材を
安定的に供ஔします。

木材は、ક宅や家఻などに利用されている間は、二酸化炭素
を固定し続けています。よって、都市部で多くの木材を使う
ことは、都市部に森林を造ることに੺い効果が期待できます。

生長に応じて、施業を適切に実施することで健全な森林が育ちます。
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���3W�&2ĉ
東京おもちू美術ை஧ちू॒木育広場

�3���W�&2ĉ
౱上଍ૺ௭਒座കホーム上家

㌣ ৱમ ��� 木ୗ૦ണ੟ಉの੸෷৲ຍಞಕ৒୤の୻

㌣ ৱમ ��� 木材ृ木ସ૬৑ऋुञैघ஍ટ؞஍ચपঢ়घॊଢ଼஢ਛટ

「とうきょう森づくり貢献認証制度」【資料 3-19】により都が認証した、二酸化炭素の固定量の例です。

যषの஍ટ

木材のಘりはഷಓを଩下さचるなど体をজラॵクスさचること 
が明らかになっています。内ಎを木ସ化することでᄨ༒のସが
向上し、঩中の作業効૨が高まるൊ向が確認されています。

木材はഐたさを૎じにくく、ඡれた時の生理的ストঞスが生じ
にくい材料です。また、้ொ力を和らげる効果もあり、フটー
জングなど人の体が直மඡれる用ಥに適しているといえます。

木材のಘり成分はストঞスをೄ੖し、ඊႵ細ཝの働きを向上さ
चることが報告されています。

内ಎに使われた木材は、「あたたかい」「明るい」「快適」など
のଐい印象を与えることが明らかにされています。

木材を内ಎに用いると、஼内空間のဒ度をあるங度一定に保つ
効果があり、ૌごしやすい環境づくりが可能となります。

木材にஅまれる様々な成分は、பႝ物ସの吸着や、大ਞළ染物
ସの除ு、ಿ菌の効果をもたらします。

木材のᄔい成分によるॲॽの防除効果が報告されています。
 出๕؟「ఐ学的ॹータによる木材・木造建築物の 4	$」（林野ૂ）

জছॵॡ५஍ટ

ඊႵの௮ऌऋ਱঱

ँञञऊऎؚ඿ిऩഀ଴

ඡोञৎの५ॺঞ५ऋ૘ऩऎؚ้ொ॑ृॎैऑॊ

଎ႝृಿ༳の஍ટ

ॲॽのଆ௾஍ટ

ి২ऩဒ২प৳ण

૬৑षの஍ટ
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⋇ 保全林イメージ
⋈ 生産林イメージ
⋉ 花粉の少ない
　 ヒノキ၈

⋊ 多摩産材を使った木造ક宅
⋋ 市場にధव多摩産材

　都は、਴成 30 年 11 月にフज़ঞストঅジঙンを策定し、東京における森林整備と木材利用の
未来の௅をڳつのメॵ७ージに੢めて発信しました。੔人たちが数ે年から数௲年の時間をかけ
てஹり続けてきた森林を、ઃ世代に健全な௅で引き継ぐため、都はフज़ঞストঅジঙンを౷まえ、
長期的かつ広域的なଳ野で施策に取り組॒でいきます。

⺺　�� ফؚ��� ফ੔の東京の஌௔のలਟன஦  ع東京ইज़ঞ५ॺঅ४ঙথع

௔঵のણਙ৲पेॉ多摩産材のে産ऋ拡大ؚ୨ٴ
　໨の૘ऩः५ॠಉषの೘इ౹इऋਤाؚ୨໨ఄ
　ങ୤ु大்प੖૘खथःॊآ
木材の「ে産௔」धؚ਷౺の᩿ുؚ&2� ลઽٴ
　ऩनਁஇ৓ਃચのৈः「৳৸௔」षधତ૟؞ා
　଑औोؚ஌௔ऋ௏৸ऩ௅दಲഅऔोथःॊآ

োोのষऌඍःञ౴ೡ ��� ফেਰুٴ
　঱の多摩産材ऋউঞ঑॔঒क़ॵॻ「東
　京५ॠ ҧ 「東京঄ঀय़」धखथঈছথ
　ॻ৲औोؚউঞ঑॔঒क़ॵॻषのে産
　३ইॺಉपेॉؚ多摩৉ୠの௔঵؞木
　材産঵のઽஇৡऋ਱঱खथःॊآ

৻஌௔मؚ଄঻॑मगीधखथ多஘ऩ਼ٴ
　ऋૐअ॥঑গॽॸॕのறधऩॉؚ多摩৉
　ୠऋ௔঵の൉঵ওॵढ़धऩढथःॊآ

多摩৉ୠの௔঵मؚ$, ृট঎ॵॺಉのٴ
　ਈৗૼ୒॑ણ用खञؚে産ਙのৈः୓ৗ
　৓ऩ५ঐشॺ௔঵षध૗ኽखथःॊآ

⋈

⋉

⋊

⋋

⋌

⋍

⋇

ওॵ७ش४ ڭ

ওॵ७ش४ �

ওॵ७ش४ 3

⋌ 研修を受ける新ૠ಺業者
⋍ シカの防૧ፆを運ဦするためのॻটーン
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大஑ऺ໚థृൌ૘৿೘੟ऋেඅघॊ஌॑୘ٴ
　ाؚ��� ফ৏ु৙ে৿੟धযऋુோघॊ௹
　ऊऩ஌௔ऋలਟपॎञढथಲഅऔोथःॊآ

ਣखॆ৉ୠの஌௔मؚ௴୾ृ્産੟ٴ
　ে産಼ؚ૩ଆ૟ऩनਣのථैख੍॑
　इॊ産঵ஷ௪のುਡधऩढथःॊآ

஌௔प౩ऽोञ大੃৘東؞ऊऩঽே௹ٴ
　京ऩैदमのছॖই५ॱॖঝ「東京
　ইज़ঞ५ॺছॖই」ऋ൉ୗऔो੃৘ध
　஌௔の঳৬৲ऋਤனखथःॊآ

東京੃ध৸বੴহভऋ৴௚खञউট४ख़ॡॺのன৫पेٴ
　ॉؚ木材॑ણ用खञሸ॑मगीؚड़ইॕ५ृૹ঵઱ਝऩ
　नؚ੃৘৖पउऐॊব産木材の利用ऋਤा 「ؚ木のব」
　঩মの੣੃東京ऋ「木の੃৘」पেऽो૗ॎॊآ

੃৘の木材೽ਏऋ௔঵॑ણਙ৲औचؚ஌௔࿯୭॑യਤघٴ
　ॊ੅ਢ૭ચऩ஌௔१ॖॡঝऋનয়औोथःॊآ

⋕ 森のサテライトड़フィス（イメージ）
⋖ ツজークライミング　⋗ 子どもたちの植樹体験

⋎

⑬

⋘

ॊ੅ਢ૭ચऩ஌௔१ॖॡঝऋનয়औोथःॊآ
⋙

⋗

⑭

⋏ ⋐

⋒⋑

⋕

⋖

ওॵ७ش४ 6

ওॵ७ش४ 7

⋎ ॽホンジカ  ⋏カঔシカ  ⋐ツキノワグマ  ⋑ムササঅ ⋒アカコॵコ

ওॵ७ش४ 5

⋓ ৵ຖ原村೯島のਲ഍ 　　⋔ খঈツバキの花

⋘ 国産木材を使用した建築物
（令和元年क़ॵॻシティ 72.<2 ঔॹル
建築ೖ 最રೢೖ）
⋙ 木ሸ

ওॵ७ش४ �
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